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昭和56年度事業計画・予算を承認可決

中小企業庁国際室を設置・ーーーーーー

「経営者の情報燮理学」

京滋奈の文化観光産業
振興懇談会・・

企業経営のカンどころ
^自己資本の充実を図ろう^
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物流業務
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5

63

軽

180,000円
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椅子製造
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職業紹介状況(2旦)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)
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勤務時間
(休日)

昭和56年4月10日(毎月1 回10日発行)

給

46

事

200,000円

業

12

30~ 17:00
・祝曜)

56

6年

200,000円

川

食

婦

'、すまの仕上
割捻4年

00~ 17:00
日・祝曜)

58

勤務地
(通・住)

1

目

100,000円

係

30~ 17:00
日・祝曜)

望

炊事3.5年

57

奈良
通

規
削

鉐,000円

00~17:00
日・祝曜)

給食23年

奈良
通

150,000円

有

悦

00~ 17:00
日・ネ邪樹

削右効求職者

奈良・大阪
通

住所

不問

区

70,000円

求

30~17:00
・祝曜)

奈良市消費者物価指数

不問

人

大阪
通

ボ

奈良市

子ト

ケj

配偶者
の有無

80,000円

交力

耳1

叩せ

30~ 17:00
・祝曜)

人

不問

天理
通

100,000円

奈良市

3億5,000万円

求

00~ 17:00
・ネ邪樹

者

天理・奈良
通

不問

科

総

生駒市

計

有

55年
12月

学歴・資格

00~16:00
日・ネ邪霍)

人

,冒

第151号掲載分

不問

奈良
通

奈良市

中学中退
普通自免

有

640
1_730

00~ 17:00
日・1邪樹

上,1・率

不問

奈良
通

天理市

男

136.1

旧中卒

対市炯比

56年
1月

有

199

]月

97フ

不問

3,98]

奈良
通

天理市

高卒高圧工事
消防設備士

有

365

1,063

備考

518

不問

女

奈良
通

]37.4

-0.9

旧中卒
大型2杣免許

奈良市

有

(昭和50年=100)

211

左脚関断
不自由

81

0.43

467

2,031

不問

奈良市

275

前年比多

高小卒

667

食料

231

不問

奈良市

中卒
普通自免

118

△20.0

6.5

1.0

92
0.52

510

1,950

乗客数

△17.3

奈良市

有

△27.1

高卒

住居

287

125.3

6.9

有

119

10.5

旧中卒

0.34

摘要

2月

]1.4
△7.8

月別

△25.フ

旧中卒

光

128.8

132.6

国鉄奈良駅

△0.]5

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

高小卒

(総理府統計局)
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1

乗

被服

133.1

170.6

月

2

奈良交通名所めぐり

客

421,071

月

雑費

170.4

136.フ

奈良公山

奈良県倒産状況

356,689

乗客

ヱ又

]46.フ

135.6

Ⅱ別

4,865

乗

4,150

]46.8

1

1同'女

1,919

月

2月
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管

ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
、
わ
い
つ
永
は
「
退

職
L
 
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
手
に
す
る
の
か
退
職
金
・
:
。
感
慨

深
い
も
の
で
す
▼
当
所
で
は
、
こ
の

退
職
金
の
お
于
伝
い
を
す
る
意
味
で

七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
よ
う
に
特
定
退

職
金
共
済
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

本
年
四
月
か
ら
一
人
当
た
り
の
退
度

祭
-
 
0
口
か
、
わ
一
六
口
に
引
上
げ

ら
れ
内
{
谷
も
よ
り
充
実
し
ま
し
た
▼

貰
事
業
所
の
従
業
員
の
福
利
厚
生
の

一
環
と
し
て
当
制
度
を
ご
検
討
さ
れ

.

て
は
い
か
か
で
す
か
。
詳
細
に
つ
い

て
は
当
所
も
し
く
は
各
保
険
会
社
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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路
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昭
和
五
十
六
年
度

事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
可
決

第
七
十
四
回
議
員
総
会

新
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
審
議
を
中
心
議
題
と
す
る
第
七
十
四
回

議
員
総
会
は
、
去
る
三
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
は
い
す
れ
も
原
案
通

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

、

り

△

総
会
は
小
林
会
頭
ら
七
十
九
名
(
内

委
任
状
出
席
四
0
名
)
が
出
魔
ま

ず
協
議
事
項
か
ら
入
っ
た
。

〔
協
議
事
逗

円
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
計
画
案
に

つ
い
て

原
案
通
り
可
決

⇔
昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
並
び

に
特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
(
別
表
姦
)

原
案
通
り
可
決

零
議
貝
補
欠
選
任
に
つ
い
て

次
の
諸
氏
を
常
議
貝
に
選
任

臼
井
明
氏
璽
堂
時
計
眼
鏡
院
々
E

木
下
尊
弘
氏
(
木
下
薬
品
総
社
長
)

山
中
新
平
氏
(
側
山
中
工
務
店
社
号

福
原
三
郎
氏
(
野
村
証
券
妹
奈
艮
支
店
註

中
西
弘
之
氏
鳳
住
友
銀
行
奈
阜
色
一

〔
報
告
事
逗

冊
議
貝
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

(
二
号
議
員
)

⇔
奈
良
商
工
会
議
所
特
定
退
職
金
共

済
制
度
に
関
す
る
規
定
の
一
部
改

定
に
つ
い
て

本
件
は
、
当
所
退
職
金
共
済
制
度

の
規
定
を
一
部
改
定
し
、
共
済
掛
金

限
度
口
数
を
現
行
十
口
よ
り
十
六
口

に
引
上
げ
る
案
で
、
本
年
四
月
一
日

よ
り
実
施
。

▽
総
住
友
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

断
中
西
弘
之
氏
御
大
上
信
之
氏

]
付
)

郭
・
Ⅱ

▽
野
村
証
券
総
奈
良
支
店
支
店
長

福
原
二
郎
氏
⑪
気
谷
時
男
氏

N
寸
)

郭
・
Ⅱ

ワ
樹
増
田
商
店
代
表
取
締
役
社
長

側
増
田
義
一
氏(那

Ⅱ
死
去
)

.
ー
.

▽
吠
松
田
組
代
表
取
締
役
社
長

聞
松
田
英
男
氏
冊
松
田
善
男
氏

.
ー

そ
の
他
個
新
規
会
員
の
加
入
四
業

務
概
要
並
び
に
委
貝
会
活
動
報
告
等

に
つ
い
て
概
要
報
告
が
さ
れ
た
0

な
お
、
奈
良
福
祉
事
業
協
同
組
合

(
奈
良
給
食
セ
ン
タ
ー
)
は
本
年
二

月
末
日
を
も
っ
て
十
二
ワ
フ
ー
ド
槻

に
讓
渡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

世
日

河
合
元
副
会
頭
ら
表
彰
さ
る

表
彰
状
伝
達
式

円
怯

番
(5

7
5

目
0

丁
3

5
3

路
々

大
田

条
(

四
奈
市
」

良
E

奈
T

二
号
議
員
)

▽
大
和
証
券
咽
奈
良
支
店
支
店
長

航
村
上
順
一
氏
⑪
鶴
澤
初
雄
氏

(
郭
・
フ
・
鈴
付
)

▽
奈
良
ヤ
ク
ル
ト
総
代
表
取
締
役

櫛
広
田
好
太
郎
氏
旧
家
入
三
郎
氏

郭
・
 
U

Ⅱ
付
)

マ
咽
三
和
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

帥
水
口
忠
司
⑪
小
山
田
裕
昭
氏

゛1

業
務

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
に
わ
た
り

会
議
所
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の

諸
氏
に
対
し
日
商
か
ら
の
表
彰
状
伝

達
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

■
表
彰
規
則
第
二
条
表
彰
者

元
副
会
頭
・
河
合
利
喜
蔵
氏

田
表
彰
規
則
第
一
条
第
一
項
表
彰
者

▽
勤
続
二
五
年
余
に
亘
る
者

常
議
員
杉
山
嘉
一
氏

乾

太
郎
氏

"
監
事
松
岡
太
郎
氏

吉
田
淳
一
氏

"
議
貝
下
出
久
治
郎
氏

細
田
義
雄
氏

町

▽
勤
続
一
五
年
余
に
亘
る
者

会
頭
小
林
茂
市
氏

副
会
頭
近
東
弘
七
氏

大
東
善
治
氏

.
ー
.

経
理
課

計

常
議
員
上
林
爰
彦
氏

西
田
誠
宏
氏

""
岡
本
栄
一
氏

豊
沢
儀
雄
氏

"

荒
木
直
三
郎
氏

Ⅱ

尾
田
利
一
氏

上
村
次
郎
氏

"議
員
臼
井
明
氏

川
合
弘
氏

"

平
井
龍
一
氏

"

田
表
彰
規
則
第
五
条
後
段
表
彰
者

総
務
部
管
理
課
長
鈴
木
清
氏

管
理
課

七
光

弘
宏

東
東

近
近

3

(

1号二
●

炎相
会
業中

長
長

会
社

<
q

中
小
人
業
相
誘

1牙

金
金
計

資

特

与
△
工

給
立
 
1

(

事
務
機
構
を
改
正

二
部
四
課
一
所
に

第
一
二
二
回
常
議
員
会

議
員
総
会
に
先
立
ち
去
る
三
月
六

日
、
小
林
会
頭
ら
二
十
二
名
の
出
席

に
ょ
リ
第
三
二
回
常
議
員
会
を
開

崔
し
た
。

当
常
議
員
会
は
後
日
の
議
貝
総
会

に
提
案
す
べ
き
事
項
を
先
議
的
に
審

議
す
る
も
の
で
来
年
度
の
事
業
計
画

並
び
に
収
支
子
算
案
に
つ
い
て
は
何

れ
も
原
案
通
り
了
承
さ
れ
た
(
詳
細

に
つ
い
て
は
議
員
総
会
の
記
事
を
参

照
さ
れ
た
い
。
)

な
お
、
そ
の
他
の
審
議
事
項
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

▽
奈
良
商
工
会
議
所
会
館
の
使
用
料
れ
た
。

等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
閑
に

退
稜
特

田
金
計

発'
ム
エ

名
立
1号

工商
積
特 号

〆

業
務
指
導
課

ニ
=

発
ム
エ

.
旦

ノ

総
務
部

2

(

ノ

＼

商
持 1号

業事等
1号

済丑
、
寺

総
務

0

吾
一会乢

又1

つ
い
て

本
件
は
、
貸
室
使
用
料
を
来
る
十

月
一
日
使
用
分
か
ら
平
均
十
%
程
度

値
上
す
る
案
で
、
原
案
通
り
可
決
。

▽
奈
良
商
工
会
議
所
会
館
消
防
計
画

閑
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決
。

マ
奈
良
商
工
会
議
所
事
務
規
程
一
部

改
正
閑
に
つ
い
て

本
件
は
、
事
務
機
構
の
一
部
改
正

及
ぴ
文
書
の
整
理
保
管
に
関
す
る
も

の
で
事
務
機
構
の
改
正
に
つ
い
て
は

次
図
の
通
り
と
す
る
こ
と
で
可
決
さ

減
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昭和56年度奈良商工会議所謂鮒予算総括表 (単位:剛

昭和56年度
予算額

昭和55年度
予算額

奈良会議所ニュース

79,510,000

71,720,000

10,576,000

玉算増加率
(%)

フ,790,000

8,900,000

6,070,000

奈良商工会議所事務局機構

10.86%

1,676,000

1,555,000

昭和56年4月10日(毎月1 回10日発行)

2,590,000

18.83%

4,5]5,000

2,590,000

6,216,000

専務理事

290.35%

ム、

特

事務局長

9,742,000

39,533,000

事務局次長

館

△3,526,000

会館管珊き立金
特別会計

37,615,000

53,522,000

0% -36.19%

50,728,000

1,918,000

16,900,000

立お

2,794,000

5.10%

36,000,000

214,9]フ,000

ゞ

ー^....^.●●.^●●●●^●●●●^●●●●^....^■.●●^.■.■^....^..■.^....^

△
19,100,000

第]51号(第三種郵便物認可)

2]8,850,000

5.51%

:自身の巣をもつということはーーー

△3,933,000

53.06%

＼フレストラン

(/.ぞ二、《
営業時間
(パプタイム

ー].80%

、....^....^.■..^.●●■^●●●●^●●●●^.●●●^●●●●^....^....^....^.....

9:00~22:00

17:00~22:0の

巨亟モヨ

奈良会議所ニュース

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

ノ'、、

5
付

奈良商工会議所会館地階

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

多色美術E喝1・書籍・新聞E明1・包装・帳票印刷

燮§子E^ユニフォーム

昭和56年4月]0日(毎打 1 回10日発行)

..^

畠う共同堰X叉印昂り井朱乳倉験

56

23
付

、、.ーノ

本牡工場
稟京工場
大阪工場

"゛'^

日帰りから海外旅行まで旅のことならお気軽にノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL 0742⑳552]~2

奈良市三条大路2丁目2番6号
東京都荒川区東日暮里5丁目6-4
阪市南区竹屋町7番地

電話 07・42-33-122]番
電話 03-802-4741番
電話 06-271-7951番

"゛"^

56

1 ))

会計

^

云冗ワC

会計



中
小
企
業
庁
は
、
昭
和
五
十
六
年

一
月
二
十
六
日
付
け
で
中
小
企
業
庁

指
導
取
引
流
通
課
に
国
際
室
を
設
躍

し
ま
し
た

同
室
は
中
小
企
業
の
国
際
化
の
動

き
に
対
応
し
て
、
五
十
六
年
度
中
小

企
業
海
外
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
創
設
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
国
際

化
対
策
を
拔
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
諸
外
国
の
わ

が
国
中
小
企
業
施
策
へ
の
関
心
の
高

ま
り
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
、
わ
国

際
化
対
策
を
一
元
的
に
扱
、
つ
た
め
設

匙
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〔
業
務
内
答
〕

田
中
小
企
業
の
海
外
投
寳
の
円
滑
化

①
中
小
企
業
海
外
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ

1
制
度
の
創
設
(
海
外
駐
在
経
験

者
を
国
別
、
専
門
別
に
中
小
企
業

海
外
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

中
小
企
業
事
業
団
に
登
録
し
、
海

外
投
寳
を
し
よ
う
と
す
る
中
小
企

中
小
企
業
庁
国
際
室
を
設
置

業
者
へ
あ
っ
せ
ん
を
行
う
制
度
)

②
中
小
企
業
へ
の
海
外
投
資
関
連
情

報
の
提
供
(
中
小
企
業
海
外
投
資

情
報
フ
ァ
イ
ル
及
び
情
報
誌
作
成

等
)

③
海
外
投
資
中
小
企
業
管
理
者
研
修

の
実
施
(
現
地
会
社
に
派
遣
さ
れ

る
管
理
者
に
対
し
中
小
企
業
大
学

校
に
お
い
て
現
地
に
お
け
る
管
理

者
と
し
て
の
職
務
、
管
理
技
法
等

に
つ
い
て
研
修
を
行
う
)

⇔
中
小
企
業
海
外
取
引
の
振
興

中
小
企
業
海
外
共
同
事
務
所
設
置

指
導
調
査
(
中
小
企
業
者
が
海
外
に

共
同
事
務
所
を
持
つ
際
、
設
置
計
画

作
成
調
査
な
ど
を
行
、
つ
都
道
府
県
に

補
助
を
行
い
、
ま
た
、
委
託
に
ょ
る

現
地
調
査
等
を
行
う
)

W
中
小
企
業
施
策
の
国
際
交
流

氷
企
業
施
策
国
喚
流
妻
(
わ

が
国
と
諸
外
囲
と
の
中
小
企
業
施
策

の
国
際
交
流
を
行
う
)

切
ろ

使
ろ

言
L

■
■
■

ト
{
至
座

ス
講

テ
教
習学

学
冬夏

升

進
春

ノ
ム皿

囲
■

ユ

小
さ
い
こ
ろ
、
ほ
っ
ぺ
た
に
ご
飯

粒
な
ど
を
付
け
た
ま
ま
遊
ん
で
い
る

と
「
0
0
ち
ゃ
ん
、
お
弁
当
付
け
て

ど
こ
行
く
の
」
と
か
ら
か
わ
れ
た
も

の
で
す
。

食
事
の
あ
と
す
ぐ
畳
の
上
に
横
に

な
っ
た
り
す
る
と
「
食
べ
て
寝
る
子

は
牛
に
な
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

道
を
歩
い
て
い
て
、
、
つ
っ
か
り
犬

の
ふ
ん
を
踏
み
付
け
て
困
っ
て
い
る

と
、
通
り
か
か
っ
た
人
が
「
坊
や
、

ウ
ン
コ
を
踏
ん
づ
け
る
と
、
お
金
持

ち
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
慰
め
て
く
れ

ま
し
た

こ
ん
な
言
い
方
に
は
ど
れ
も
ユ
ー

モ
ア
が
あ
っ
て
、
思
い
出
す
と
な
つ

か
し
い
気
が
し
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
言
葉
使
い
は
、

ほ
の
ぽ
の
と
し
た
笑
い
を
誘
い
、
周

囲
に
な
ご
や
か
な
空
気
を
か
も
し
出

昭
和
五
十
六
年
度

財
形
融
資
募
集
要
項

・
雇
用
促
進
事
業
団
"

1

田
財
形
融
資
貸
付
力
く

①
財
形
持
家
分
讓
融
資
四
0
0
憶
円

②
財
形
持
家
転
n
融
資
五
0
0
憶
円

③
財
形
進
学
融
資
七
五
億
円

偽
借
入
申
込
受
付
期
問

①
分
讓
融
資
転
貸
融
資

8

昭
騎
・
4
・
幻
1
伺
郭
・
2

2

②
進
学
融
資

^
^
・
4
・
ー
ー
^
^
・
3
・
飢

口
貸
付
金
額

①
分
讓
融
資
一

②
転
貸
融
資

③
進
学
融
資

⑪
借
入
の
申
込

雇
用
促
進
事
業
団
の
定
め
る
借
入

申
込
書
に
所
要
事
項
記
入
の
上
取

扱
い
金
触
機
関
に
提
出

▽
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
奈
良
労

鋤
基
準
局
(
⑳
一
一
五
こ
も
し

す
も
の
で
す
。
島
崎
藤
村
も
「
ユ
ー

モ
ア
の
な
い
一
日
は
極
め
て
寂
し
い

一
日
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
は
人
間
関
係
の
潤
滑
油

だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
は

心
の
ゆ
と
り
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で

相
手
へ
の
思
い
や
り
、
温
か
い
気
持

ち
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
も
職
場
で

も
、
明
る
く
楽
し
い
ふ
ん
囲
気
を
作

る
の
に
ユ
ー
モ
ア
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

同
じ
人
を
笑
わ
す
の
で
も
、
皮
肉

や
悪
ふ
ざ
け
は
ユ
ー
モ
ア
と
は
違
い

ま
す
。
露
骨
に
人
の
欠
点
に
触
れ
た

、

相
手
を
傷
つ
け
た
り
す
る
よ
う

りな
冗
談
も
禁
物
で
す
。
時
や
場
所
を

考
え
な
い
で
、
例
え
ぱ
忙
し
く
働
い

て
い
る
人
に
、
一
人
よ
が
り
の
し
ゃ

れ
や
護
を
言
っ
て
も
迷
惑
が
ら
れ

る
だ
け
で
す
ね
。

昭
和
船
年
度

件
-
0
0
万
円
以
上

五
0
 
万
円
以
上

「
働
く
人
々
の
職
場
体
艶

-
 
0
 
万
円
以
上

募
集
要
項

1
日
本
労
働
協
会
1

▽
テ
ー
マ
(
何
れ
か
一
つ
選
択
)

①
職
場
と
私
②
技
能
に
生
き
る

▽
応
募
枚
数

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
1
六
枚

V
応
募
資
格

L
 
、
一

職
場
で
働
く
人
及
び
職
業
訓
練
を

河
野
徳
吉
氏
の
略
歴

昭
和
元
年
東
京
赤
坂
生
ま
れ
。

慶
応
義
塾
大
学
卒
。
日
本
得
電
話

公
社
を
経
て
野
村
総
合
研
究
所
情
報

管
理
室
長
。
企
画
部
主
任
研
究
員
。

企
業
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
従
事
。
中
小
企
業
を
中
心
と
し
た

技
術
開
発
シ
ス
テ
ム
、
新
技
術
・
新

商
品
の
開
発
に
つ
い
て
講
演
。
著
書

に
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
か
ら
、
『
情

報
整
理
術
』
『
情
報
検
索
の
知
識
』

を
刊
行
、
日
刊
工
業
新
聞
社
か
ら
『
情

報
管
理
便
覧
」
『
情
報
管
理
実
務
講

座
全
十
二
巻
』
。
そ
の
他
論
文
多
数
。

5

経
営
者
の
情
報
整
理
学

野
村
総
合
研
究
所

企
画
部
主
任
研
究
員

河
野
徳
吉

経
営
者
の
身
辺
に
は
、
公
私
と
も

に
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
。
多
忙
な

あ
ま
り
、
ほ
ん
の
ち
ょ
つ
と
手
を
休

め
た
だ
け
で
、
身
動
き
が
で
き
な
い

ほ
ど
、
書
類
が
机
の
上
に
溜
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
か
あ
る
。
ま
た
会
議
や

報
告
、
通
信
な
ど
視
聴
覚
か
ら
の
情

報
整
理
も
仕
事
の
上
で
ウ
エ
イ
ト
が

高
い
。中

小
企
業
の
経
営
者
か
、
一
日
に

情
報
処
理
す
る
量
は
、
経
営
管
理
業

務
の
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
情
報
そ
の
も
の

に
対
す
る
判
断
力
は
、
小
型
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
一
台
分
、
情
報
蓄
積
能
力
は
、

大
型
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
数
台
分
と
い
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
判
断

能
力
や
蓄
積
能
力
が
あ
っ
て
も
、
情

報
を
整
理
す
る
能
力
は
、
経
営
者
の

資
質
と
毎
日
の
努
力
、
そ
れ
と
整
理

す
る
た
め
の
場
所
と
道
具
が
あ
る
か

な
い
か
で
き
ま
る
。

で
は
、
ど
ぅ
や
っ
た
ら
情
報
資
料

が
上
手
に
整
理
で
き
て
い
る
か
、
必

要
な
と
き
に
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ

ノ

(
'

受
け
て
い
る
人

マ
締
切
り

昭
和
五
十
六
年
五
月
九
日

▽
原
稿
送
付
先

命
鄭
東
京
都
港
区
芝
公
園
一
,
七
,
九

中
退
金
ビ
ル

日
本
労
働
協
会
「
働
く
人
び
と

の
職
場
体
験
記
」
係

▽
問
合
せ

日
本
.
 
U
恊
会
広
報
部

K
O
1
一
五
一

ニ
、
活
用
の
た
め
の
整
理
学

ど
、
固
有
記
号
に
意
味
を
つ
け
て

ど
ん
な
に
上
手
に
整
理
し
て
い
て

も
、
情
報
資
料
を
戸
棚
や
引
出
し
に

仕
獅
っ
て
活
用
し
な
け
れ
ば
、
屑
と

同
じ
こ
と
に
な
る
。
仕
事
の
上
で
役

に
立
つ
情
報
資
料
は
、
ど
ん
な
も
の

で
も
、
正
し
く
内
容
が
つ
か
め
る
よ

、
つ
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

自
由
自
在
に
使
い
こ
な
す
よ
う
実
践

す
る
こ
と
だ
。

活
用
と
い
、
つ
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、

ま
ず
、
短
時
間
に
情
報
源
を
捜
し
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
関
連

す
る
情
報
を
一
緒
に
ま
と
め
て
整
理

し
、
系
統
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
な

ン
ス
テ
ム
づ
く
り
を
す
る
。
シ
ス
テ

ム
に
は
、
つ
ぎ
の
方
法
が
あ
る
。

一
、
組
織
別
、
品
目
別
、
日
付
別
、

顧
客
別
な
ど
会
社
の
組
織
・
人
、
物

と
い
、
つ
よ
う
な
方
法
で
整
理
す
る
。

ニ
、
主
題
別
、
項
目
別
な
ど
知
識
形

態
か
ら
情
報
を
整
理
す
る
。

三
、
記
号
・
§
・
コ
ー
ド
別
、
略

号
・
符
号
別
な
ど
、
そ
の
も
の
で
は

す
ぐ
に
理
解
で
き
な
い
が
、
組
み
合

せ
と
記
号
類
に
意
味
を
も
た
せ
れ
ぱ

ど
ん
な
も
の
で
も
簡
単
に
整
理
が
で

き
る
。以

上
の
三
つ
は
、
一
磊
系
と
記
号

系
に
分
け
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
聶
系
は
、
日
常
使
っ

て
い
る
自
然
語
を
組
織
化
し
て
、
言

葉
で
情
報
を
な
ら
べ
て
整
理
す
る
。

一
方
、
記
号
系
は
、
数
字
と
か
五
十

音
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
頭
文
字
な

う
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
要
点
を

話
し
た
い
。

一
、
毎
日
一
回
書
類
を
分
け
て
整
理

す
る
0

最
初
は
面
倒
だ
か
、
ど
ん
な
無
精

な
経
営
者
で
も
一
日
一
回
は
、
机
の

上
の
書
類
、
資
料
な
ど
に
目
を
と
お

す
こ
と
に
努
力
す
る
。
時
間
が
あ
れ

ば
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
か
ら
、

主
題
を
き
め
た
フ
ァ
イ
ル
に
収
納
す

る
。
一
度
読
ん
だ
も
の
は
、
記
憶
の

ど
こ
か
に
残
る
も
の
だ
し
、
フ
ァ
イ

ル
に
綴
じ
て
あ
れ
ぱ
、
い
つ
で
も
捜

、、

す
こ
と
が
で
き
る
。
中
味
で
重
要
な

と
こ
ろ
は
、
見
出
し
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

た
ら
、
色
ぺ
ン
で
線
を
つ
け
る
。
と

き
に
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
中
味
が
わ
か

、

る
よ
う
に
目
次
や
索
引
を
つ
け
て
お

け
ば
万
全
で
あ
ろ
、
つ
。

毎
日
一
回
の
習
慣
グ
け
が
で
き
れ

ば
整
理
が
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ

う
な
れ
ば
し
め
た
も
の
で
、
情
報
整

理
は
苦
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

、
か
、
情
報
を
的
確
に
収
集
し
て
、
そ

れ
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

めを

4

奈

信シ
、

一
一
繁
恭
本
田
岡
武

整
理
す
る
。
前
者
は
国
需
典
の
よ

う
な
も
の
で
、
一
言
葉
が
解
れ
ぱ
、
情

報
か
す
ぐ
に
捜
し
だ
せ
て
、
活
用
す

る
こ
と
か
可
能
で
あ
り
、
後
者
は
、

固
有
の
知
識
と
記
号
を
知
っ
て
い
れ

ぱ
、
記
号
か
ら
情
報
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
電
話
帳
、

図
書
館
の
分
類
、
自
動
車
の
ナ
ン

ー
プ
レ
ー
ト
、
産
業
・
商
品
分
類
、

特
許
分
類
な
ど
が
そ
れ
だ
。

「
経
営
者
は
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
が
使

え
る
」
と
い
、
つ
話
題
か
で
て
い
る
が
、

情
報
整
理
学
と
は
、
「
コ
ン
ピ
ユ

タ
を
使
い
こ
な
せ
る
経
営
者
」
に
な

つ
て
ほ
し
い
た
め
に
、
そ
の
基
礎
を

こ
こ
に
紹
介
し
た
。

i

誇 司

闇
、

,

長
長分

内

3

堂

駅
F
文

良
2
誠

奈
ル
井

鉄
ビ
桜

国
又古

田
目

.

丁

西
町
1

ケ
部
条

杉
兵
五

市
市
市

良
原
條

奈
橿
五

み
先

込
せ

申
合

お
ル
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京
滋
奈
の
文
化
観
光
産
業

振
興
聾
献
会
開
催
さ
る

さ
る
3
月
4
日
、
京
都
商
工
会
議

所
に
お
い
て
、
京
都
、
滋
賀
、
奈
良

三
市
の
文
化
観
光
産
業
の
擬
に
つ

い
て
の
懇
談
会
が
京
都
の
呼
び
か
け

に
ょ
り
一
^
な
わ
れ
た
。

出
席
者
は
三
会
議
所
の
議
員
諸
氏

総
数
恥
名
で
、
当
会
議
所
と
し
て
、

大
東
善
治
観
光
部
会
担
当
副
会
頭
は

じ
め
、
西
田
誠
宏
、
浅
田
国
荘
、
鍛

治
巽
郎
、
箸
尾
達
哉
各
観
光
部
会
正

副
部
会
長
、
岡
本
栄
一
、
荒
木
直
三

ξ
、

臼
井
明
各
商
業
小
売
正
副
部
会

良長
、
事
務
局
よ
り
藤
川
事
務
局
長
他

2
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
竹
本
幸
之
祐
氏

の
「
京
滋
奈
の
文
化
、
観
光
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
」
の
基
調
講
演
及
び
、

各
会
議
所
代
表
の
意
見
発
麦
懇
談

の
形
式
で
行
な
わ
れ
た
。

つ
て
い
る
の
は
観
光
産
業
の
経
営

者
で
あ
り
、
一
俄
奈
は
古
い
文
化

だ
け
を
誇
り
、
生
活
の
糧
に
し
て

い
て
は
進
歩
は
な
く
、
良
い
例
か

京
都
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
、
旅
と
は
人
と
の
新
し
い
出
会
い

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
先
祖
が

残
L
た
財
産
や
そ
の
付
加
価
値
だ

け
で
生
活
し
て
い
る
と
、
新
旧
の

交
代
が
行
な
わ
れ
ず
、
陳
腐
化
し
、

観
光
客
は
二
度
と
訪
問
し
な
い
。
,

一
、
観
光
と
は
、
そ
の
国
の
文
化
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
、
活
性
化
し

て
新
し
い
文
化
を
創
造
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
す
、
文
化
を
造
る
の
は
、

そ
の
国
、
そ
の
人
の
活
力
に
他
な

、
わ
な
い
。

一
、
豊
か
な
社
会
が
人
間
を
変
え
た
。

そ
し
て
、
そ
の
人
間
の
側
面
を
と

、
わ
え
、
世
界
の
文
化
を
支
え
る
時

期
が
い
づ
れ
京
滋
奈
に
訪
れ
る
で

あ
ろ
、
つ
。

一
、
立
派
な
経
営
者
は
、
法
、
理

情
に
か
な
、
つ
も
の
ナ
と
持
ち
あ
わ
せ
、

情
に
か
な
、
つ
も
の
が
文
化
で
あ
る

皆
さ
ん
が
さ
さ
や
か
な
盖
愚
を

持
っ
て
お
、
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
た

3

一
、
日
本
の
古
都
圏
と
し
て

文
化
庁
は
東
京
に
あ
り
、
全
国
の

卯
%
の
古
文
化
財
を
か
か
え
て
い

る
京
都
、
奈
良
が
取
り
残
さ
れ
て

い
る
現
状
を
か
人
が
み
、
関
西
に

第
二
の
文
化
庁
設
置
を
望
み
た
い

又
、
国
道
N
号
線
の
渋
滞
が
多
発

し
て
お
り
、
交
通
網
の
整
備
か
急

務
で
あ
る
。

一
、
観
光
振
興
と
し
て

伝
統
産
業
の
衰
退
が
あ
げ
ら
れ
、

墨
、
筆
、
奈
良
う
ち
わ
等
の
後
継

老
養
成
の
為
の
財
政
面
の
テ
コ
入

れ
か
必
要
で
あ
る
。

一
、
保
存
と
開
発
に
対
す
る
行
政
の

講
演
要
旨

テ
ー
マ
「
京
滋
奈
の
文
化
、
観
光
産

業
の
振
興
に
つ
い
て
」

講
師
、
蛋
塾
々
長
日
本
映
像
企

画
代
表
竹
本
幸
之
祐
氏

一
、
欧
米
的
に
余
暇
が
増
加
す
る
と

一

受
け
皿
に
な
れ
る
産
業
が
必
要
と

な
り
、
文
化
的
希
求
を
求
め
る
時

代
が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
そ
の
余
暇
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
持

,
ξ
t

あ
り
方

一
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
等
に
対
す
る
分

野
調
券
必
要
に
な
っ
て
き
た

当
所
大
東
善
治
副
会
頭

一
、
古
都
圈
と
し
て
の
三
市
の
連
携

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
懇
談
会

を
開
催
し
、
相
互
の
親
睦
を
図
る

こ
と
は
意
義
深
い
。

一
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
新
設
に
対
す
る
行
政
の
調
整

が
急
務
で
あ
り
、
業
界
の
最
大
の

関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
3
時
間
余
り
の
懇
談
会
を

終
了
し
た
。

!
ー
ー
ー

1
 
f
1
 
-

、
0

、
会
議
所
代
志
見
発
表
要
旨

当
所
西
田
誠
宏
観
光
部
会
長

C
i

特
定
商
工
業
者
制
度

周
知
方
に
つ
い
て

"
ー
"
一
喚

学
、

当
所
で
は
、
全
国
的
な
制
度
と
し

て
「
特
定
商
工
業
者
制
度
」
を
推
進

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り

さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

負
担
金
制
度
を
内
取
り
か
ら
外
取
り

に
移
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
十
月
頃
、

該
当
者
に
負
担
金
三
暑
円
の
納
入
依

頼
を
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
、
つ
ぉ
願
い
致
し
ま
す
。

一

゛

C

哉

)

.

゛

'
L

イ
气

.

ノ

,

贄

゛

7

Y

/

点

゛一
二
、、

〔
特
定
商
工
業
者
〕
前
年
の
事
業
税

が
四
合
暑
円
以
上
の
個
人
、
及
び
資
本

金
五
0
万
円
以
上
の
法
人

〔
負
担
金
〕
大
阪
通
産
局
の
許
可
を

得
て
負
担
願
、
つ
も
の
で
、
事
業
内
容

等
を
登
録
し
た
法
定
台
帳
を
広
く
活

用
す
る
管
理
運
用
費
に
充
て
る
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
.
合
わ
せ
は

当
所
特
定
商
工
業
者
係
(
T
E
L

⑳
六
ニ
ニ
ニ
代
)
ま
で

、

・
ミ

-
ー
.
一

-
ー
お
奨
め
し
ま
す
ー
-

一
奈
良
商
工
会
議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度

"

6

S

今
般
所
得
税
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
出

金
の
最
高
限
度
額
が
一
人
当
り
N

口
(
-
 
0
、
 
0
0
0
円
)
よ
り
M

口
(
一
六
、
 
0
0
0
円
)
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

(
弱
年
訟
月
1
日
施
行
)

こ
の
法
改
正
に
伴
い
当
商
工
会

議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
つ

い
て
も
そ
の
掛
金
最
高
限
度
額
を

現
行
の
一
人
当
り
W
口
(
-
 
0
、

0
0
0
円
)
よ
り
玲
口
(
一
六
、

0
0
0
円
)
に
騎
年
4
月
1
日
よ

り
引
^
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
会
員
各
位
事
業

所
の
退
職
金
制
度
の
見
直
し
検
討

を
是
非
実
施
さ
れ
当
特
定
退
職
金

共
済
制
度
の
口
数
増
額
、
又
は
新

規
・
追
加
加
入
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
、
つ
ぉ
奨
め
申
し
あ
げ
ま
す
。

尚
一
人
当
り
玲
口
(
一
六
、
 
0

0
0
円
)
ま
で
掛
金
は
損
金
、
又

は
必
要
経
費
に
算
入
出
来
ま
す
。

・
掛
金
限
度
額
を
引
上
げ

(

加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区

内
に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る

巧
才
以
上
紡
才
迄
の
方
。
但
し
乃

才
迄
継
続
し
て
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び

事
業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族

法
人
の
役
貝
(
使
用
人
兼
務
役
員

を
除
く
。
)

ー
ー
ー
ー
ー
ー
る
ー
タ
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迫
ま
り
く
る
世
界
情
勢
の
激
化

1
高
坂
正
尭
氏
語
る
ー

去
る
三
月
三
日
閃
脚
1
N
 
当
所

4
階
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
京
都
大
学

教
授
高
坂
正
尭
氏
を
お
招
き
し
て
、

最
近
、
持
に
国
際
的
に
起
っ
て
い
る

比
較
的
重
要
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
、

レ
ー
ガ
ン
新
政
権
の
動
向
及
び
中
東

情
勢
に
つ
い
て
の
現
状
分
析
と
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
3
月
例
会
開
催
。

尚
、
参
加
者
は
本
田
部
長
他
町
名
。

そ
の
中
で
高
坂
氏
は
ま
ず
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
問
題
を
通
ヒ
て
み
た
ソ
連
の

動
き
、
つ
ま
り
、
ソ
連
が
ポ
ー
ラ
ン
ト

に
介
入
す
る
か
ど
、
つ
か
に
つ
い
て
、

、し

決
論
的
に
介
入
は
あ
り
え
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
、
つ
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
理
由
の
第
1
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
の
気
質
、
つ
ま
り
、
誇
り
が
高
く

独
立
心
が
強
い
と
い
う
気
風
か
ら
、

も
し
戦
争
に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ぱ
凄
惨
な
結
果
に
な
り
そ
の

マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
こ
と
。
第
2
に

ソ
連
は
一
昨
年
来
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
武
力
戦
争
を
行
っ
て
お
り
そ
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
。
第
3
に
イ
メ
ー

ジ
上
の
問
題
で
、
も
し
、
介
入
す
る

と
い
、
?
こ
と
に
な
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
、

ア
メ
リ
カ
が
一
斉
に
反
撥
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
。
第
4
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
経
済
か
非
常
に
悪
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
長
期
化
す
れ
ば
ソ
連
に

勝
目
が
あ
る
と
い
う
ソ
連
の
予
想
で

あ
る
。
以
上
の
要
因
か
ら
介
入
は
あ

り
之
な
い
と
力
説
。

一
方
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
新
政

権
の
米
ソ
関
係
を
中
心
と
す
る
そ
の

対
応
・
政
策
は
タ
カ
派
と
い
う
レ
ソ

テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
、
ひ

配
す
る
必
要
は
な
く
、
ご
く
ま
と
も

な
政
権
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

つ
ま
り
、
考
え
も
、
準
備
も
な
し
に

行
動
す
る
力
ー
タ
ー
政
権
よ
り
ま
し

で
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

レ
ー
ガ
ン
氏
は
授
権
し
て
仕
事
を
す

す
め
る
委
員
会
方
式
の
や
り
方
で
、

大
統
領
の
独
走
は
あ
り
之
な
い
も
の

の
、
問
題
点
は
レ
ー
ガ
ン
氏
を
取
り

巻
く
支
持
者
た
ち
か
視
野
の
狭
ま
い

タ
カ
派
で
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
試
金
石
は
中
東

地
域
へ
の
対
拠
の
仕
方
で
あ
る
。
中

東
地
城
は
軍
事
的
に
も
政
治
的
に
も

対
応
策
か
必
要
と
さ
れ
る
典
型
的
な

地
城
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
東
地
城
は
2
年
に
1
回
は
内
戦

が
起
る
不
安
定
な
地
城
で
大
事
が
起

こ
ら
な
け
れ
ば
良
し
と
せ
ね
ぱ
な
、
わ

な
い
と
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

、
わ
な
い
で
あ
ろ
、
つ
。

最
後
に
経
済
問
題
に
触
れ
、
世
界

中
か
ス
タ
ク
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
ん

で
い
る
の
に
日
本
だ
け
が
5
%
成
長

と
い
、
つ
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
は
、

非
常
に
危
険
で
あ
り
、
今
後
は
国
際

協
調
が
最
緊
要
な
課
題
で
あ
る
と
力
説

,

セ
か
ち
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三
月
例
会
開
催

三
月
十
日
正
午
よ
り
薬
師
寺

執
事
山
田
法
胤
師
の
人
間
関
係

と
心
の
健
康
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

話
を
拝
聴
し
た
。
師
の
人
を
ひ
き
つ

け
る
話
ぷ
り
に
参
加
者
は
終
始

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
た
。

自
分
の
体
験
を
船
若
心
経
の
心

を
ま
じ
え
て
わ
か
り
や
す
く
、
お

も
し
ろ
く
話
を
さ
れ
た
。

会
員
委
員
会
開
催

三
月
十
六
日
会
員
委
員
会
(
臼

井
委
員
長
)
を
開
催
五
十
五
年
度

中
に
入
会
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
了
承
し
会
後
も
会
員
委
員

会
が
先
頭
に
立
っ
て
会
員
増
強
に

取
り
く
む
こ
と
を
申
し
合
力
せ
た
。

事
業
委
員
会
開
催

三
月
十
六
日
十
八
時
よ
り
事

業
委
員
会
(
豊
沢
委
員
長
)
を
開
催

五
十
五
年
度
中
に
実
施
し
た
事
業

を
ふ
り
か
え
り
又
五
十
六
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

特
に
月
例
会
に
出
席
返
事
を
出
し

無
断
で
欠
席
さ
れ
る
方
は
ぺ
ナ
ル
テ

中
小
企
誰
断
士

井
上
誠
逸

9

イ
千
円
を
愛
の
小
箱
へ
寄
付
い
た
だ

く
こ
と
を
再
度
決
定
し
会
員
の
方
々

に
周
知
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
月
第
二
例
会
を
開
催

三
月
二
十
四
日
十
八
時
よ
り

第
二
例
会
を
開
催
、
講
師
に
は
会
貝

の
南
都
銀
行
頭
取
阪
本
龍
兒
氏
を

迎
之
経
済
よ
も
や
ま
話
を
拝
聴
し

た
。
参
加
者
は
終
始
阪
本
頭
取
の

話
を
事
業
響
の
参
考
に
し
よ
う

と
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
た
。

予
定

◎
四
月
例
会

四
月
十
四
日
正
午
よ
り

講
師
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

学
校
長
濱
屋
孝
哉
氏

デ
ー
マ
ソ
連
事
情

低
成
長
経
済
の

も
と
、
相
変
、
わ
ず

.

.
一
.
.
.

倒
産
件
数
が
高
水

準
を
つ
づ
け
て
い

る
経
営
相
談
で

も
さ
し
あ
た
り

の
相
談
事
項
は
い

ろ
い
ろ
て
あ
っ
て

も
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
自
己
資
本

の
不
足
が
根
本
的
な
原
因
を
な
し
て

勾
場
合
が
多
い

、

わ
が
国
の
企
業
で
も
、
個
別
的
に

見
る
と
自
己
資
本
が
七
0
%
以
上
と

つ
の
か
な
い
て
は
な
い
が
、
平
均

し的
に
は
二
0
%
以
下
で
、
欧
米
の
企

業
の
そ
れ
が
五
0
%
以
上
な
の
に
比

へ
る
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
る

)
の
よ
う
に
わ
が
国
の
企
業
か
借
金

経
営
と
な
っ
た
の
に
は
敗
戦
後
の
経

済
破
壊
か
ら
立
ち
上
が
り
、
戦
勝
国

を
相
手
に
世
界
経
済
の
中
で
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
借
金
経
営
で
あ
ろ

つ
と
何
で
あ
ろ
、
つ
と
、
財
務
構
造
の

弱
体
化
と
い
、
つ
犠
牲
ま
で
は
、
わ
っ
て

設
備
投
資
を
行
い
、
機
械
化
し
て
か

む
し
ゃ
ら
に
稼
が
ね
は
な
ら
な
か
っ

た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
そ
の
結
果
は
幸
い
世
界
の

ど
こ
の
国
に
も
み
、
わ
れ
な
か
っ
た
高

度
成
長
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
っ
た

そ
れ
に
は
、
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

資
源
の
安
定
供
給
、
豊
富
で
良
質
な

労
働
力
、
貯
蓄
性
向
の
高
さ
な
ど
と

◎
五
月
例
会
ポ
ー
ト
ピ
ア
釘
の
見

学
会
と
し
て
開
催

と
き
五
月
十
二
日
か
二
十
日
の

い
ず
れ
か
一
日
に
実
施

く
わ
し
く
は
迫
っ
て
連
絡
致
し
ま

す
。

◎
会
員
健
康
診
断
の
実
施
を
予
定

何
よ
り
も
健
康
第
一
と
い
、
つ
こ
と

で
六
月
に
健
廖
断
(
有
料
)
を

実
施
す
る
こ
と
を
計
画
中
で
す

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

r(
て

と
も
に
借
金
を
し
て
固
定
資
産
投
資

を
し
て
も
十
分
儲
か
る
よ
う
な
事
業

か
い
く
ら
も
あ
っ
た
と
い
状
況
が
あ

つ
た
。
し
か
も
一
貫
し
て
間
接
金
融

方
式
1
個
人
の
も
っ
て
い
る
現
金
が

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
貯
蓄
と
い

つ
形
て
集
め
ら
れ
、
こ
れ
が
企
業
に

貸
し
出
さ
れ
る
と
い
、
つ
パ
タ
ー
ン
で
資

金
調
達
が
行
わ
れ
、
株
式
の
発
行
に

よ
る
直
接
方
式
よ
り
優
位
と
な
っ
て

い
た
。
と
い
う
の
は
、
財
務
の
健
全

性
を
重
視
し
て
慎
重
な
経
営
姿
勢
を

H
い
て
い
る
と
、
成
長
の
機
会
を
の

が
す
お
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

1

」

お
好
み
呉
服

厄
戸

業
の
利
息
負
担
の
増
大
も
あ
っ
た
が

そ
れ
以
上
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
た

の
が
企
業
に
お
け
る
「
ゆ
と
り
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
「
ゆ
と
り
」
が
、
意

志
決
定
・
行
動
の
あ
、
わ
如
る
面
に
微

妙
な
影
響
を
与
え
、
企
業
金
融
面
に

も
変
化
が
で
て
き
た
。
す
な
わ
ち
優

良
企
業
を
中
心
に
借
入
金
の
返
済

い
わ
ゆ
る
「
銀
行
雜
れ
」
が
進
ん
一

、
る金

利
負
担
の
あ
る
な
し
は
製
品
コ

ス
ト
に
格
段
の
差
を
つ
け
る
。
原
材

料
や
仕
入
価
格
や
経
費
の
騰
貴
の
続

く
中
で
こ
の
差
と
い
、
つ
の
は
大
き
い

町
 
2

東
 
0

姉
 
2

づ
 
7

良
=
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f

自
己
資
本
の

充
実
を
図
ろ
、
つ

な
い
。
そ
こ
で
、
低
成
長
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
方
法
と
し
て
総
資
産
の
圧

縮
す
な
わ
ち
財
務
の
縮
少
均
衡
を
と

る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
固
定
費

の
削
減
だ
け
で
な
く
、
在
庫
圧
縮
や

売
掛
金
の
回
収
な
ど
科
学
的
管
理
が

必
要
と
な
る

次
に
、
増
資
と
い
、
つ
方
法
で
な
く

長
期
的
、
計
画
的
に
自
己
資
本
を
充

実
さ
せ
て
い
く
対
策
を
列
挙
し
ょ
う

山
役
員
賞
与
や
株
式
配
当
の
過
大
化

を
避
け
、
利
益
流
出
を
極
力
お
さ

え
て
、
積
立
金
や
利
益
剰
余
金
を

多
く
持
ち
、
内
部
保
留
の
蓄
積
を

は
か
る
こ
と

②
新
た
な
借
入
れ
は
し
な
い
。
も
し

そ
の
必
用
あ
る
場
合
は
、
借
入
金

返
済
額
の
範
囲
に
止
め
る
こ
と

③
設
備
投
資
は
真
に
必
要
な
も
の
に

限
定
し
、
そ
れ
も
「
減
価
償
却
費

十
内
部
保
留
額
」
の
範
囲
内
と
す

借
入
金
の
方
が
増
資
よ
り
手
続
が
簡

単
で
あ
り
、
ま
た
資
本
コ
ス
ト
が
安

い
と
い
、
つ
利
点
が
あ
っ
た
な
ど
の
事

情
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
経
済
の
沈
静
化
は
、
長
期
不
況
と

つ
企
業
環
境
を
も
た
ら
し
、
借
入

、金
依
存
型
経
営
は
反
省
を
せ
ま
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
今
日
の
不
況
に
際
会
し

て
、
財
務
内
容
の
悪
化
が
資
本
構
成

の
よ
い
企
業
に
相
対
的
に
少
な
か
0

た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

金
利
の
高
騰
に
ょ
る
借
入
金
過
多
企

'
、

奈
良
西
寺
林
商
店
街

合
伽
1
2
3
1
1
胸

借
入
金
の
返
済
に
ょ
っ
て
、
自
己

資
本
の
割
合
が
多
く
な
る
よ
う
に

資
本
構
成
を
改
善
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
低
成
長
時
代
に
伸
び
る
企

業
の
要
件
の
一
つ
と
な
っ
た

資
本
構
成
の
改
善
と
は
、
自
己
資

本
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
よ

り
具
体
的
に
は
、
自
己
資
本
の
絶
対

額
を
増
や
す
か
、
総
費
産
を
合
理
的

に
圧
縮
す
る
し
か
な
い
。
資
本
構
成

の
改
善
は
、
本
来
、
自
己
資
本
の
絶

対
額
の
増
加
に
ょ
る
べ
き
で
あ
る
が

中
小
企
業
の
場
合
必
ず
し
も
容
易
で

侠
夕
高

才
n
ス
九
く
@

*
ゐ
・
,
少
j
y

る
④
不
要
資
産
の
処
分
を
思
い
切
っ
て

実
施
す
る
こ
と

⑤
生
産
技
術
や
管
理
方
式
を
改
善
し

材
料
、
仕
掛
口
叩
、
製
品
の
在
庫
の

圧
縮
を
は
か
る
こ
と

⑥
売
掛
金
の
回
収
状
況
を
チ
エ
ッ
ク

す
る
こ
と

1
窃
づ
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申
告
内
容
の
間
違
、
よ
L
ι

早
め
に
訂
正
の
手
続
を

昭
和
五
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
期
限
内
の
受
付
は
、
三
月

十
六
日
で
終
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計

算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
人
は
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告

を
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
確
定
申
告
か
間
違
っ
て
ぃ
た
と
き
の

訂
正
の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
、
つ
。

税
額
を
少
な
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

【
・
,
,
,
,
,
、
修
正
申
告
を

所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
間
違

之
て
確
定
申
告
を
し
、
後
に
な
っ
て

納
め
た
税
金
か
少
な
か
っ
た
り
、
還

付
を
受
け
た
税
金
か
多
い
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
訂

正
す
る
た
め
に
「
確
定
申
告
」
を
す

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら

更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
き

き
ま
す
か
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
し

た
方
が
有
利
で
す
。
そ
れ
は
、
税
務

署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申
告

を
し
た
り
、
修
正
申
告
を
し
な
い
で

更
正
を
受
け
ま
す
と
、
修
正
申
告
や

更
正
に
ょ
っ
て
新
た
に
納
め
る
こ
と

と
な
っ
た
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税

税
額
を
多
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

1
更
正
の
請
求
を

所
得
金
額
や
税
額
を
問
違
え
て
確

定
申
告
し
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し

いい
金
額
に
訂
正
す
る
た
め
に
「
更
正

倫
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
更
正
の
請
求
か
で
き
る
期
間

は
、
申
告
期
限
か
、
わ
一
年
間
で
す
か

ら
、
昭
和
五
十
五
年
分
の
所
得
税
の

確
定
印
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

七
年
三
月
十
六
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
還
付
等
を
受
け
る
た
め

の
申
告
に
つ
い
て
の
更
正
の
請
求
か

で
き
る
期
間
は
、
申
告
書
を
提
出
し

た
日
か
、
わ
一
年
問
で
す
。

更
正
の
請
求
を
す
る
と
、
税
務
署

で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
、
そ
の

請
求
が
正
当
と
男
た
と
き
は
、
納

め
過
ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
更
正
の
請
求
の
用
紙
は
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
過
少
申
告
加

算
税
か
か
か
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

自
分
で
間
違
い
に
気
付
い
て
税
務
署

の
調
査
を
受
け
る
前
に
進
ん
で
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加

算
税
は
か
か
り
ま
せ
人
。

な
お
、
修
正
申
告
に
ょ
っ
て
新
た

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
は
、

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
が
納
期

限
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、

申
告
期
限
の
翌
日
で
あ
る
二
月
十
七

日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

延
沸
税
は
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
か
、
修
正
申
告
害
を
提
出
し
た
日

か
ら
一
か
月
を
過
ぎ
る
と
年
十
四

六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
書
の
用
紙
は
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ー
ム

゛

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
「
期
限
後
申
告
L
 
は
、
税
務

署
か
、
わ
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ

で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く

申
告
し
た
方
が
有
利
で
す
。

そ
れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け

た
後
で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
申

告
を
し
な
い
間
に
決
定
を
受
け
た
り

す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定
に
ょ

つ
て
納
め
る
こ
と
と
女
っ
た
税
額
の

ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
十
。
ハ
ー
セ
ン

ト
の
無
申
告
加
算
税
か
か
か
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
調
査
を
受
け
る
前

に
進
ん
で
申
告
を
し
た
と
き
は
、
無

申
告
加
算
税
は
税
額
の
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
済
み
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
ょ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
は

申
告
書
を
提
出
す
る
日
が
納
期
限
と

な
り
ま
す
。

＼

ま
た
、
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、

修
正
申
告
の
場
合
と
同
じ
よ
、
つ
に
三

月
十
七
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

申
告
書
の
用
紙
は
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

修
正
申
告
、
更
正
の
黎
、
期
限

後
申
告
の
手
続
な
ど
分
か
、
わ
な
い
点

か
あ
り
弍
し
た
ら
、
お
近
く
の
税
務

署
や
大
阪
国
税
局
税
務
相
談
室
(
分

虫
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だ
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、
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第 151号(第二種郵便物認可) 奈良会議所ニュース

昭和56年度各種検定試験施行一覧表

種

]02

103

Ⅲ1

試験

工事のための停電にご協力を

104

54

敗 1^

57年2

28(日)

]0

ξiE 1リ1
士

55

昭和56年4月10日(毎月1 回10日発行)

受付期間

25(「リ

IJ'

フ(U)

N⑪

Ⅱ 15(日)

28~]0

計算尺

54 訓

57年2

15(水)

◎詳細については当所検定係まて
T E L 26-6 2 2 訊代)

10

9 ~ 1

55

18~ 5

]0

7 b村

63

]フヤ大)

]9~]0

14

20~ 6

Ⅱ

22

フ(日)

12

23

8 (日)

5 ~ 9

23~ 1

24

6 (日)

総合企画・設計・監理

13~ 5

]0

27

]4~10

Ⅱ 18~Ⅱ

15

本社及び
奈良事務所
京都事務所

16

20

第]5]号(第三種郵便物認可)

奈良市大宮町]丁目 6 番 21 号
T E L 奈良(0742) 34-1 4 6 1(代)

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221-1 6 3 2(代)

、..ミ、ー、、'.亀" J,、.ミ'唯、,,,・

X
、ー'
゛

ず'、¥、

奈良会議所ニュース

大蔵省印刷局指定
良県官報販売j奈

政府刊行物奈良サービス・ステーション
T E L 0742 (22) 8 8 4 4 (専用)

^ ^

10

亀

卑

■綴奈良明新社

'、t、゛、

ノ

.'」'
、

電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。

^関西電力妹奈良支店

あなたの街の家具専門店

くつろぎのインテリアづくり

本社

大阪店

良市橋本町36^

E L 0742 (23) 3 1 3 1 (代)
大阪市天王寺区上本町6丁目6番1号
TEL 06071)4501・4996
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昭和56年4月10日(毎月1 回]0日発行)
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